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ナノバブル・ナノカプセルの高度利用（1）
工学部 化学システム工学科 教授／複合材料研究所長 三島 健司

産 学 官 連 携 セ ン タ ー ［担当事務局：研究推進部産学知財課］

【 分野 】 医薬・食品・化粧品・工業材料 【 キーワード 】 セルロースナノファイバー、機能性複合材料、
ナノカプセル、薬物送達、二酸化炭素、微粒子

腫瘍封止ナノデバイス開発

化学産業の環境問題（有機溶媒の低減）

ポリマー濃度の粒子サイズへの影響

操作条件の粒子サイズ及び粒子分布への影響

環境にやさしい二酸化炭素

ドライアイス
炭酸飲料

多孔性ポリマー

マイクロ・ナノカプセル 印刷

超臨界二酸化炭素抽出

化粧品

CNFマイクロコーティング
（ナノレベル物性制御）

TEMPO酸化触媒によるCNF解繊処理

SEMによる表面形状比較

スチレン付加による
セルロース極性制御



ナノバブルで期待されている効果
• 経皮吸収
• 抽出量増加
• 殺菌、洗浄効果

実験で用いたナノバブル生成器

ナノバブル測定結果

多方面の産業に
利用され始めたが
ナノバブルの物性
を測定することは
難しいとされる。

ノズル+ポンプ

②粒径測定結果

①ゼータ電位測定結果
窒素ナノバブル 水素ナノバブル

現在行われている研究

生鮮魚介類の長期保存 ナノバブルを用いた洗浄

N2ボンベを使用し、
N2ナノバブルを調製した。
水素ナノバブル水は市販品を
使用した。

平成30年度日本マイクロ・ナノバブル学会のご案内

会期 12月8日(土)午後1時～午後8時
12月9日(日)午前9時～午後6時
懇親会12月8日(土)午後6時～午後8時

会場 明治大学駿河台キャンパス
リバティータワー＆アカデミーコモン他併設会場
住所 東京都千代田区神田駿河台1丁目1番地
連絡先 mishima@fukuoka-u.ac.jp

本大会URL http://mnbsc.jp/

ナノバブル・ナノカプセルの高度利用

大豆ペプチドを利用した高血圧制御機能性
ペプチドの腸溶性カプセル化

窒素、水素ナノバブルを用いた物性評価
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腎臓で産出されたレニンが
肝臓でできたアンジオテンシ
ノーゲンに作用する

酵素
レニン

【Angiotensinogen】
アンジオテンシノーゲン

アンジオテンシンIIは、
血管平滑筋を収縮させ
たり、副腎皮質からのア
ルドステロンの産生分泌
を促進する。
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【AngiotensinⅠ】

ACEACE が アンジオテン
シンⅠのC末端のジ
ペプチド を 認識、切
断し変換する。

肺、血漿、腎のアンジオテン
シン変換酵素 (ACE)

Asp
H

【AngiotensinⅡ】

アンジオテンシンⅡは、
血管に作用して、血管
を収縮させる。

血管収縮による

血圧上昇

血管収縮

血圧上昇

アンジオテンシンⅡの生成機構

（肝臓で生成）

高血圧が起こるメカニズム

高血圧制御機能性ペプチドの生成

蛍光物質で発見

Abz Ala
ε-Acp Phe(p-NO2) Leu

ACE
結合で消光

Ala-PheによるACE活性阻害の蛍光測定

Abz Ala
ε-Acp

ACEが結合を切断

蛍光物質が発光

経口投与されたペプチドが

膵液で分解 ⇒機能喪失

腸溶性マイクロ

カプセル化が重要
時間変化による蛍光強度の変化量

ナノバブル・ナノカプセルの高度利用（2）
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マイナスにチャージした
直径数ナノメートルサイズの
バブルが生成しており、
殺菌、洗浄効果が期待できる。


